
Round.01　FUJI
第 1 戦　富士スピードウェイ

公式予選

2022 年４月９日（土）
予選・決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
予選：12 番手　決勝：８位

#39　阪口 晴南
予選：16 番手　決勝：12 位

　長いオフを経て、いよいよ 2022 年の全日本スーパー
フォーミュラ選手権が開幕した。舞台は静岡県の富士スピー
ドウェイ。今季も P.MU/CERUMO･INGING SF19 のス
テアリングを握る坪井翔と阪口晴南にとっては走り慣れた
コースだ。オフのテストでも坪井が好タイムを記録していた。

　専有走行が行われた走行初日から一夜明け、迎えた４月９
日（土）は、今季からスーパーフォーミュラに導入された
１大会２戦の最初のレース、第 1 戦の予選・決勝日となる。
これまでと異なるスケジュールへの対応へも要求されるが、
風が強く、空力が占める要素が強い SF19 をいかにコンディ
ションに合わせるかが重要となった。
　今季からノックアウト形式の公式予選が Q1 のＡ組とＢ
組、さらに Q2 までとなっていたが、P.MU/CERUMO・
INGING の２台は坪井が午前９時 30 分からのＡ組、阪口
が午前９時 45 分からのＢ組に入った。
　気温 16 度、路面温度 26 度というコンディションで迎え
た Q1 のＡ組。坪井はユーズドタイヤを履き一度ピットア
ウトした後、すぐに戻りニュータイヤに交換。ふたたびコー
スに戻っていく。５周目、坪井はアタックラップへ突入する
と、ここで１分 21 秒 940 までタイムを上げ、３番手に。
これで坪井は Q2 進出を果たしてみせた。

　ただ、４月８日（金）に行われた１時間 30 分の専有走行
では、坪井、阪口ともにトラブルが起き、貴重なセットアッ
プの時間を失ってしまう。坪井は１分 22 秒 281 で 11 番
手、阪口は１分 22 秒 997 で 21 番手。周回数も少なく、デー
タが少ないまま４月９日（土）の第１戦を迎えた。

QUALIFY
　５分間のインターバルの後、迎えた Q1 のＢ組。変わら
ず風があるなかコースインした阪口は、坪井同様にコースイ
ン後ピットへ。ニュータイヤを履きアタックし５周目に阪口
は１分 22 秒 387 をマークするも、ライバルたちが続々と
タイムを上げていき阪口は Q2 進出ならず。Q1 の順位は８
番手、総合では 16 番手となった。
　10 分間のインターバルで迎えた公式予選 Q2。気温 18
度、路面温度 28 度というコンディションのなか坪井は４周
目にアタックを敢行し、１分 22 秒 140 というタイムをマー
クしたが、データ不足が響いたか、最終的に坪井は 10 番手

４月９日（土）　09:30 〜 10:12　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'26.220（Q2）／ #39　阪口晴南　1'22.387 (Q1）

で予選 Q2 を終えた。
　ただチェッカー後、坪井
は走路外走行があったとし
てベストタイムが抹消に。
結果、坪井のグリッドは
12 番手となった。



決勝レースRACE

　公式予選終了から 4 時間弱のインターバルを経て、いよ
いよ 2022 年の開幕戦となる第 1 戦の決勝レースを迎えた。
午後１時 40 分からのウォームアップでは、坪井が１分 25
秒 172 をマークし８番手。阪口が 1 分 25 秒 640 をマー
クし 12 番手につけ、決勝に向けての準備を進めた。
　気温 23 度、路面温度 30 度とこの時季にしてはかなり暖
かなコンディションではあったが、やはり風が強い。メイン
ストレートでは追い風で、レースにどんな影響を及ぼすかも
気になるところ。2022 年から行われることになったさま
ざまなプロモーションやスタート進行をこなしながら、午後
２時 30 分からの決勝を迎えた。
　スタートでは、ポールポジションだった #15 笹原右京が
ストール。後方は笹原車を避けるために右に左にの混乱とな
るが、そんななか 12 番手グリッドの坪井は悪くないスター
トを決め TGR コーナーに入っていく。ただ、TGR コーナ
ーは大混雑。各所で軽い接触が起きており、坪井は慎重に位
置取りをしながらターンインしていくが、続くコカ・コーラ・
コーナーまでの間に複数台にかわされてしまった。その中の
１台は、16 番手グリッドから好スタートを決めた阪口だ。
１周目、２台は 12 番手に阪口、13 番手に坪井というオー
ダーで、前を走る #65 大湯都史樹を追う展開となった。
　１周目からコース各所で接触、スピン等が起きるなか、２
台は集団のなかで前をうかがっていく。先に動いたのはフィ
ーリングの良さを感じていた坪井で、９周目の最終コーナー
で立ち上がりを合わせた坪井は、阪口と並走。８周目を過ぎ
たあたりからタイヤの厳しさを感じていた阪口に対しチーム
メイト同士のバトルを展開し、坪井が 10 周目に 12 番手に

浮上。阪口は 13 番手につける。
　そんななか、10 周目にはピットウインド
ウがオープンする。そのタイミングでタイヤ
が厳しくなりはじめた阪口はピットイン。タ
イヤ交換を行った。一方坪井は、ペースの良
さを活かすべくステイアウト。ライバルたち
がピットインしていきコース上が開けていく
なか、高いペースを保ちながら走る作戦を採
っていった。
　41 周という長丁場のレースで、首位まで
順位を上げた坪井は 28 周を終えてピットに
向かう。チームはきっちりとタイヤ交換をこ
なし、坪井を送り出した。ピットアウト後、
坪井はフレッシュなタイヤで９番手を走行。

前を走る #3 山下健太はタイヤが苦しくなってきたか、少し
ずつ坪井はギャップを詰めていくことに成功した。
　坪井は 32 周目、山下をかわし８番手に浮上。さらに
#65 大湯と７番手を争っていくが、36 周目には一度坪井
が前へ出るも、翌周ふたたび大湯が先行とバトルを展開する。
ただその後再逆転はならず、坪井は８位でフィニッシュ。貴
重な３ポイントを得た。チャンピオン争いをするためには、
苦しいときでもポイントの取りこぼしは厳禁。その意味で坪
井は、しっかりと今日果たすべき仕事をこなしてみせた。
　一方の阪口は、10 周目のピットアウトの後、31 周とい
う長いスティントをこなしていくが、#18 国本雄資を従え
ながらラップを重ね、タイムの浮き沈みとその原因を探りな
がら周回。終盤、#3 山下に近づくが、3.168 秒差の 12
位でフィニッシュすることになった。
　走り出しこそ厳しい状況だった２台だが、決勝までにそれ
ぞれ得るべきものを得て第１戦を終えることになった。

４月９日（土）　14:30 〜　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム：#38　坪井翔　1'24.301（31L）／ #39　阪口晴南　1'24.622 (13L）



ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「オフの公式テストの調子が良く、手ごたえを得て臨んだ開幕戦でしたが、専有走行
から少し様子が違うぞ、と感じました。専有走行からトラブルがあり、その影響で予
選ではぶっつけ本番のようなかたちで臨みましたが、Q1 のタイムを見ると上位にい
けそうな手ごたえがあったものの、Q2 では合わせ切れず走路外走行も取られてしま
い、12 番手となってしまいました。レースはスタートは悪くはなかったのですが、
TGR コーナーでの混戦で前にいかれてしまい、最悪な展開でした。ただその後はペー
スも良く悪くないレースができたと思います。トップと比べると少し足りませんが、
ポイント圏内でフィニッシュできたので、決勝は合格点だったかな、と思っています」

「スーパーフォーミュラのデビューイヤーだった昨年途中から自分でも足りない部分
があると感じ、さまざまな取り組みをしながら臨んだ開幕戦でしたが、専有走行でも
トラブルがあり、きちんと“答え”を見出せないところもありました。予選でも初め
てに近い状態で臨まなければならず、そういった意味でもライバルに対して遅れてい
ましたね。ただ、決勝ではダメなところが明確に出たので、修正もしやすいと思って
います。スタートがうまくいき、今回は戦略はオーソドックスなものを採りましたが、
さらにいろいろな問題点の傾向と対策がつかむことができました。その得られたこと
を結果に繋げないといけませんし、第２戦でも頑張っていきたいと思います」

「初日の専有走行では２台ともトラブルがありセットアップがうまく進められなかっ
たこともあり、公式予選では予想よりも前のグリッドを得ることができませんでした。
公式テストでの好調を繋げられなかったのは残念でしたね。そんな状況のなかでも、
決勝レースでは坪井選手がスタートでやや遅れはしたもののうまく追い上げてくれた
と思います。今季は勝てるときには勝ち、厳しいときでもきっちりとポイントを持ち
帰るのを目標としているので、最低限のポイント獲得を果たせたのではないでしょう
か。阪口選手はテストからクルマの状況があまり良くないので、今日の決勝でも苦し
くなりました。明日に向けて少しでも繋がる何かを見つけ、頑張っていきたいですね」



リザルトRESULT
第１戦富士　決勝結果

ドライバーランキング チームランキング

Pos.	 No.	 Driver		  Team				    Engine			   Laps	 Total Time	 Gap

1	 20	 平川 亮	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 58'25.743	
2	 1	 野尻智紀	 	 TEAM MUGEN MOTUL SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 58'31.366	 5.623
3	 4	 S. フェネストラズ	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 58'32.460	 6.717
4	 19	 関口雄飛	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 58'45.139	 19.396
5	 37	 宮田莉朋	 	 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 41	 58'48.031	 22.288
6	 5	 牧野任祐	 	 DOCOMO DANDELION M5S SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 58'58.094	 32.351
7	 65	 大湯都史樹	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 58'59.734	 33.991
8	 38	 坪井 翔	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'01.036	 35.293
9	 53	 佐藤蓮	 	 Red Bull TEAM GOH G01 SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 59'01.318	 35.575
10	 55	 三宅淳詞	 	 TEAM GOH G01 SF19	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 59'09.419	 43.676
11	 3	 山下健太	 	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'12.587	 46.844
12	 39	 阪口晴南	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'15.712	 49.969
13	 18	 国本雄資	 	 Kids com KCMG Elyse SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'16.933	 51.190
14	 64	 山本尚貴	 	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 59'20.082	 54.339
15	 14	 大嶋和也	 	 docomo business ROOKIE SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'25.305	 59.562
16	 6	 大津弘樹	 	 DOCOMO DANDELION M6Y SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 59'32.207	 1'06.464
17	 36	 G. アレジ		 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 41	 59'32.749	 1'07.006
18	 7	 小林可夢偉	 Kids com KCMG Cayman SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 40	 58'28.792	 1Lap
19	 15	 笹原右京	 	 TEAM MUGEN BINGO SF19		 HONDA/M-TEC HR-417E	 39	 58'50.370	 2Laps
20	 50	 松下信治	 	 BYOUBUGAURA B-MAX SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 29	 58'40.320	 12Laps

 以上完走 ( 規定周回数　36Laps)
–	 12	 福住仁嶺	 	 ThreeBond Drago CORSE SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 0	 	

Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 20	 平川 亮	 	 	 	 21
2	 1	 野尻智紀		 	 	 15
3	 4	 サッシャ ･フェネストラズ	 	 11
4	 19	 関口雄飛		 	 	 8
5	 37	 宮田莉朋		 	 	 6
6	 5	 牧野任祐		 	 	 5
7	 65	 大湯都史樹	 	 	 4
8	 53	 佐藤 蓮	 	 	 	 4
9	 38	 坪井 翔	 	 	 	 3
10	 15	 笹原右京		 	 	 3

─	 39	 阪口晴南

Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 carenex TEAM IMPUL	 	 	 28
2	 TEAM MUGEN	 	 	 	 15
3	 KONDO RACING		 	 	 11
4	 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S	 	 6
5	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 5
6	 TCS NAKAJIMA RACING	 	 	 4
7	 P.MU/CERUMO・INGING		 	 3
8	 TEAM GOH	 	 	 	 3


